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一

Ⅰ．背景・目的

日本では、絶滅危惧種であるコウノトリやトキを対象にした野生復帰事業

が実施されている。絶滅危惧種の多くが里山に代表される二次的自然を生息

空間としていることから、野生復帰の対象となる生物が安定的に生息してい

くには、野生復帰が実施される地域住民の理解と協力が欠かせない。地域住

民とのかかわりや意識に着目した調査研究は、例えばコウノトリの野生復帰

事業が実施されている兵庫県豊岡市の事例で数多く実施されている（菊地，

2006；本田，2008）。また各地で実施されている野生復帰事業について事

例横断的に住民意識の比較を考察したものもある（本田，2016a）。これら

の先行研究では、地域住民が対象種と重層的なかかわりをもつことの重要性

や、地域住民が対象種を「地域のもの」として地域資源化していくプロセス

の存在が報告されている。

一方で、これらの調査研究は成人を対象にしたものである。野生復帰事業

が長期にわたり実施されていくものであり、事業の目標を長期的に見た場合

には、対象種が絶滅危惧種である希少種から普通種になることであり 1）、長

期にわたり実施されることが想定される。そのため住民の理解と協力も長期

に必要とされ、将来の担い手となる若年層やこどもを対象にした意識啓発も

必要となってくる。なお、豊岡市民を対象にしたアンケート調査結果では、

野生復帰への賛否等も含め、20 歳代や 30 歳代の肯定的な認識が他の世代

兵庫県豊岡市におけるコウノトリ学習に

向けてのこどもたちの意識

――「ふるさと教育」の実施に向けて――

本 田 裕 子
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よりも低いことが指摘されている（本田，2016b）。これらの点をふまえると、

今後の野生復帰事業の長期的な展開の下では、若年層やこどもを対象にした

意識啓発がやはり重要であり、それに関連した調査研究が必要となってくる

といえる。例えば、トキの野生復帰が実施されている新潟県佐渡市の全小学

校・中学校においてトキについての学習を含めた環境教育の実施状況を把握

した研究（高橋・本田，2016）もあり、現状と課題が示されている。

豊岡市では、これまで学校教育の中で、市内の学校給食に「コウノトリ育

むお米」を使用する2）、「豊岡市生物多様性地域戦略」の策定に高校生が参

加する等といったさまざまな実践を行ってきた。また、「第 3 次とよおか教

育プラン（豊岡市教育振興基本計画）」（2015 年）では、「コウノトリを核

にした環境教育」に取り組むことが明記されている。現在、市内の多くの小

学校で、水田等を利用した生き物調査が実施されるようになっており、29

の小学校区のうち 16 の小学校区で休耕田を利用したビオトープ水田を設置

し、環境教育の拠点地にもなっている（豊岡市資料より）。

これまでコウノトリについて熱心に学習活動を展開してきている小学校も

ある。例えば、野生復帰の拠点施設である「県立コウノトリの郷公園」に近

い三江小学校では、飼育されているコウノトリを見学しやすいことはもちろ

んであるが、校庭内に人工巣塔があり、そこでコウノトリの繁殖が成功して

いることから、こどもが巣塔にいるコウノトリを間近で観察することができ

る。このような生きた教材がすぐそばにある学校や、興味や関心を持つ教員

がいる学校は、コウノトリの野生復帰について積極的に教育利用するが、こ

れらに該当しない学校や、例えば熱心な教員が異動してしまった学校では、

取り組みが衰退し、場合によっては途絶えてしまうこともある。このため、

学校や教員の裁量に委ねるだけではなく、何らかの枠組みの中でコウノトリ

学習の体制を整える必要が認識されていた。

そのような中、2017 年 4 月から市内の全中学校区で小中一貫教育「豊岡

こうのとりプラン」が開始されることになり、共通して「ふるさと教育」・

「英語教育」・「コミュニケーション教育」の 3 分野を「ローカル＆グローバ

ル学習の時間」として取り組むことになった。「ふるさと教育」は、目指す

こども像を「豊岡の『ひと・もの・こと』のつながりと未来を世界標準で考

二
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え、ふるさと豊岡を自分の言葉で語り誇れる子」とし、小学校 3 年生から

中学校 3 年生までに、「コウノトリ」、「産業・文化」、「ジオパーク」につい

て学習する。

「コウノトリ」については小学校 3 年生と小学校 5 年生が学び、中学校 3

年生では他の学年で学習した「産業・文化」と「ジオパーク」を併せて、3

つのテーマ全体の学習のまとめを行う。小学校 3 年生では「コウノトリを

知る」をテーマに、15 校時学習する。小学校 5 年生では「コウノトリと共

に生きる」をテーマに 15 校時学習する。豊岡市教育委員会は、それぞれ

の標準カリキュラムを定めており、また「ふるさと教育」の副読本として

2017 年 3 月に「豊岡ふるさと学習ガイドブック」を発行した。この副読本

の作成経緯については本田（2017）を参照されたいが、この副読本を活用

することで、「コウノトリ」、「産業・文化」、「ジオパーク」に関するさまざ

まな知識をこどもたちに教えることができる。

「ふるさと教育」を今後よりよいものにしていくにあたり、開始初年度で

ある 2017 年度の実施状況をみることは必要な作業といえる。そのためにも

「ふるさと教育」が実施される前段階において、こどもたちがコウノトリや「ふ

るさと」である豊岡市についてどのような認識であるのかを把握することは

重要と考える。

Ⅱ．方法

本研究では、「ふるさと教育」でのコウノトリ学習の対象学年である小学

校 5 年生について、学習前段階の意識をアンケート調査により把握し、考

察を行いたい。なお、この研究は、豊岡市との共同研究である「コウノトリ

次世代育成ふるさと教育効果検証共同研究」の成果の１つとしても位置づけ

ている。

学習前段階において、こどもたちがコウノトリについて、どのような認識

であるのか、これまでコウノトリ学習に取り組んできたことの有無やコウノ

トリが校区内で営巣・生息している有無を問わず、市内全域の小学校 5 年

三
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生を対象とした。これは、市内のすべての小学校において、「ふるさと教育」

でのコウノトリ学習が実施されるからである。

アンケート調査は、2017 年 1 月より作成をはじめ、豊岡市コウノトリ共

生課やこども教育課とも検討・調整を行い、コウノトリ共生課より 4 月の

校長会において各小学校への協力依頼がなされた。アンケートは全 28 問と

し、質問内容は表 1 に整理した。内容は、こどもの性別や豊岡市内での居

住年数といった基本属性から、コウノトリについての認識だけではなく、学

習姿勢や豊岡についての認識についても質問した。これは、「ふるさと教育」

の評価を行う上で、学習姿勢や豊岡についての認識を聞くことは必要である

と考えたためである。回答については、市内の小学校 5 年生全員が対象の

ため、集計作業の効率を考え、マークシート方式を採用した。したがって、

すべて選択式での回答となる。

表 1　アンケートの構成

四

質問番号 質問
1 あなたの性別を教えてください
2 豊岡市内に何年ぐらい住んでいますか？
3 自然にふれたり自然のもので遊んだりすることは好きですか？
4 写真の中から「コウノトリ」を選んでください
5 コウノトリのことが好きですか？
6 コウノトリについて知っていますか？
7 豊岡でのコウノトリについての取組を、他の人に説明できますか？
8 コウノトリは「豊岡のシンボル（代表するもの）」だと思いますか？
9 豊岡市はコウノトリがくらしていける環境になっていると思いますか？
10 あなたがコウノトリと共にくらしていく上で、むずかしいことはあると思いますか？
11 あなたはコウノトリのために何かしようと思いますか？
12 あなたはコウノトリのために自分ができることを何かしていますか？
13 これから「ふるさと教育」の時間にコウノトリについて学ぶことが楽しみですか？
14 「総合的な学習の時間」は好きですか？
15 本やテレビで知ったことについて、「本当かな？」と考えることがありますか？
16 「どうしてだろう？」「どうすればよいだろう？」などと工夫して考えていますか？
17 1 つのやり方だけでなく、「他にもないかな？」と考えることは得意ですか？
18 自分で考えたことを説明することは得意ですか？
19 何か問題に取り組むとき、他の人と協力することができますか？
20 話し合いに積極的に参加することができますか？
21 日本や世界で起こっているニュースに関心がありますか？
22 英語を学習することは好きですか？
23 あなたは豊岡（豊岡市）のことが好きですか？
24 あなたには豊岡（豊岡市）のことで自慢できることがありますか？
25 豊岡市内で起こっているニュースに関心がありますか？
26 住んでいる地区の行事（お祭りや清掃活動など）に参加するのは好きですか？
27 豊岡市のこれからについて、「こどもの意見が聞きたい」とよびかけられた時に、参加したいと思いますか？
28 大人になっても豊岡市内に住みたいと思いますか？
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それぞれの学校がコウノトリ学習を実施する前にアンケートの実施を依頼

したため、学校により 4 月から 9 月までと幅広い回答時期となった（表 2）。

アンケートの実施については、コウノトリ共生課が配布・回収先となり、全

29 校のうち 28 校の回収が行われた。市内の小学校 5 年生は 734 人であり

（2017 年 4 月時点）、そのうち 726 人からの回答を得たことになり、98.9%

の回収率となる。マークシート方式の回答については、こどもたちがうまく

回答（マーク）できないことも予想されたが、1 つの小学校以外の 27 校はマー

クシートでの回答により返送された。

小学校により居住地が判明するので、豊岡市合併以前の 6 つの旧市町単

位で集計した結果、旧豊岡地区に居住するこどもが最も多く、次に旧日高地

区が多くなった（表 3）。また、小学校の規模は、学級数による分類として「公

立小・中学校の国庫負担事業認定申請の手引き」を参考に、表 4 に整理した。

小規模校のこどもが約半数を占めていることがわかる。

表 2　アンケートの回答時期

五

注：1校の回答時期が不明のため集計に加えていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

表 3　居住地
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表 4　学校の規模

六

注：それぞれの学級数は、過少規模校 1～ 5、小規模校 6～ 11、
適正規模校 12 ～ 18、大規模校 19 ～ 30 と区分した。

Ⅲ．結果

１．属性

性別は、男子 47.7%、女子 52.3% となった（表 5）。豊岡市内での居住年

数では、「生まれてからずっと」が 8 割に達した（表 6）。自然にふれたり自

然のもので遊んだりすることが好きかどうかは、「とても好き」が約 5 割で

あり、「少し好き」と合わせると、9 割近くのこどもが自然にふれたり遊ん

だりすることが好きとなる（表 7）。

表 5　性別

表 6　豊岡市内での居住年数
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表 7　自然にふれたり自然のもので遊んだりするこが好きか

七

２．こどもたちのコウノトリ・学習姿勢・豊岡市についての認識

アンケート結果から、（1）コウノトリについての認識、（2）学習姿勢、（3）

豊岡市についての認識の 3 項目に分けて報告する。

２－１．コウノトリについての認識

アンケートでは、コウノトリを含めた 4 種の鳥の写真を示し、コウノト

リをそれらの写真の中から回答してもらう質問を設けた。結果、98.9% のこ

どもが写真の中からコウノトリを正しく選択していた（図 1）。なお、筆者

が所属する大正大学人間環境学科 1 年生の正解率は 60.3% であった（学生

数 68 人）3）。関東地方の大学生と豊岡市内の小学生を一概に比較することは

できないが、豊岡市内のこどもたちがコウノトリについて十分に認知できる

環境にあるといえる。

図 1　質問で掲示した 4種の鳥と回答結果
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コウノトリのことが好きかどうかについては、「とても好き」が 49.0% と

約半数であり、「少し好き」39.0% と合計すると 9 割近くになる（表 8）。一

方で、コウノトリのことを知っているか、豊岡でのコウノトリの取り組みに

ついて他の人に説明できるかについては、「よく知っている」が 29.1%、「た

くさん説明できる」が 11.0% であった（表 9、表 10）。コウノトリについて、

「とても好き」が多い一方で、「よく知っている」や「たくさん説明できる」

についてはその割合が低いことがわかる。

表 8　コウノトリのことが好きか

八

表 9　コウノトリのことを知っているか

表 10　豊岡でのコウノトリの取り組みを他の人に説明できるか

コウノトリが「豊岡のシンボル」であるかどうかについては、「とても思う」

が 68.7% であり、「少し思う」と合わせると 9 割近くになる（表 11）。また、
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豊岡市内はコウノトリがくらしていける環境であるかどうか、コウノトリと

共にくらしていく上でむずかしいことがあるかどうかについては、くらして

いける環境については「とても思う」58.2%、むずかしいことは「少し（あ

ると）思う」34.5% が最も多く選ばれていた（表 11）。

表 11　コウノトリが「豊岡のシンボル」であるか、豊岡市内でくらしていける環境が

あるか、共にくらしていく上でむずかしいことがあるか

九

とても
思う

少し思う
あまり
思わない

まったく
思わない

わから
ない

回答者数

①コウノトリは「豊岡のシンボル」だと
思いますか？

68.7% 21.2% 3.4% 1.1% 5.5% 726

②豊岡市はコウノトリがくらしていける
環境になっていると思いますか？

58.2% 32.3% 4.1% 0.6% 4.8% 725

③あなたがコウノトリと共にくらしてい
く上で、むずかしいことはあると思い
ますか？

6.2% 34.5% 25.8% 14.9% 18.6% 725

コウノトリのために何かしようと思うかどうかについては「とても思う」

が 33.6% であり、「少し思う」が 48.5% と最も多く選ばれていた（表 12）。

実際にコウノトリのために何か取り組んでいるかについては「たくさん取り

組んでいる」が 6.0% であり、「あまり取り組んでいない」が 39.9% と最も

多く選ばれていた（表 13）。「何かしようと思う」割合が約 8 割である一方

で、実際に「取り組んでいる」のは約 4 割と大きな差となっている。また、

「何かしようと思う」については、筆者が 2015 年に豊岡市内の 20 歳代か

ら 70 歳代までの市民から無作為抽出により選定した 1,000 人を対象にした

アンケート調査結果では、何かしようとする意思が「ある」58.0%、「ない」

42.0% であった（回答者数 531 人）。こどもの方が「何かしようと思う」割

合が高い結果となった。
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表 12　コウノトリのために何かしようと思うか

一
〇

表 13　コウノトリのために何か取り組んでいるか

これから「ふるさと教育」でコウノトリについて学ぶことは、「とても

楽しみ」42.0%、「少し楽しみ」38.2% であり、合計すると 8 割になる（表

14）。ただし、既述したように「ふるさと教育」開始以前から、独自にコウ

ノトリ学習を取り入れている小学校もあり、すでにある程度学んでいるこど

もにとっては「楽しみ」と思うかどうかについては留意しておく必要はある。

しかし、多くのこどもたちに「楽しみ」と思われており、学習後の段階でこ

の「楽しみ」がどのように変化していくのかを見ていく必要があるだろう。

表 14　これから「ふるさと教育」でコウノトリを学ぶことについて
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２－２．こどもの学習姿勢について

学習姿勢については 9 つの質問をした。「総合的な学習の時間」が好きで

あるかは、「ふるさと教育」が「総合的な学習の時間」内で行われるために

質問をし、英語学習については、豊岡市が「ふるさと教育」と併せて「英語

教育」が、既述した小中一貫教育「豊岡こうのとりプラン」に含まれるため

に質問をした。他の 7 つの具体的な学習行動については、コウノトリ学習

がいわゆるコウノトリそのものの学びだけではなく、豊岡市の自然環境や政

策・社会についての学びが含まれることから、ESD（持続可能な開発のため

の教育）に類するものと考えた。国立教育政策研究所の「ESD の視点に立っ

た学習指導の目標」において、ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・

態度の例として挙げられていた 7 つを参考にした。7 つの能力・態度とは、

①批判的に考える力、②未来像を予測して計画を立てる力、③多面的、総合

的に考える力、④コミュニケーションを行う力、⑤他者と協力する力、⑥つ

ながりを尊重する態度、⑦進んで参加する態度、である。

質問の結果は表 15 にまとめた。「総合的な学習の時間」については、「と

ても好き」、「少し好き」を合計すると約 8 割となった。英語学習について

は、「とても好き」が 50.6% となり、「総合的な学習の時間」を「とても好

き」と回答した割合 43.9% よりも高い割合となった。具体的な学習行動に

ついては、「何か問題に取り組むとき、他の人と協力することができますか？」

に対して「よくできる」と回答した 45.6% が最も高い割合であった。一方で、

「自分で考えたことを説明することは得意ですか？」に対する「とても得意」

が 15.6%、「1 つのやり方だけでなく、『他にもないかな？』と考えることは

得意ですか？」に対する「とても得意」が 18.3% と他の質問に比べると割

合が低くなった。この 2 つの質問については「あまり得意ではない」とす

る回答の割合が他の質問に比べて高くなっており、苦手意識を持っているこ

とが伺える。
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表 15 こどもの学習姿勢に関する質問の結果

一
二

とても好き
／よく
考える／と
ても

得意／よく
できる／と
ても関心が
ある

少し好き／
少し考える
／少し得意
／少しでき
る／少し関
心がある

あまり好き
ではない／
あまり考え
ない／あま
り得意では
ない／あま
りできない
／あまり関
心がない

まったく好
きではない
／まったく
考えない／
まったく得
意ではない
／まったく
できない／
まったく関
心がない

わからない 回答者数

①「総合的な学習の時間」は好きですか？ 43.9% 40.6% 9.5% 2.2% 3.7% 726

②本やテレビで知ったことについて、「本
当かな？」と考えることがありますか？

34.1% 41.7% 15.6% 6.2% 2.5% 725

③「どうしてだろう？」「どうすればよ
いだろう？」などと工夫して考えてい
ますか？

31.1% 46.7% 15.4% 2.6% 4.1% 726

④ 1つのやり方だけでなく、「他にもな
いかな？」と考えることは得意ですか？

18.3% 40.6% 31.7% 4.4% 5.0% 725

⑤自分で考えたことを説明することは得
意ですか？

15.6% 30.6% 37.6% 12.9% 3.3% 726

⑥何か問題に取り組むとき、他の人と協
力することができますか？

45.6% 40.6% 9.1% 1.7% 3.0% 724

⑦話し合いに積極的に参加することがで
きますか？

34.0% 38.8% 20.0% 3.6% 3.6% 726

⑧日本や世界で起こっているニュースに
関心がありますか？

39.5% 42.0% 13.3% 5.3% − 722

⑨英語を学習することは好きですか？ 50.6% 33.2% 11.3% 2.6% 2.3% 726

２－３．豊岡市についての認識

ここでは、コウノトリ学習が「ふるさと教育」の枠組みの中で実施され

ることから、「ふるさと」である豊岡市についての質問結果を述べたい。そ

もそも、豊岡（市）が好きかについては、「とても好き」70.5%、「少し好

き」22.2% と合計すると約 9 割が「好き」と回答していた（表 16）。一方

で、豊岡（市）のことで自慢できることがあるかについては、「たくさんある」

41.6%、「少しある」41.0% となる（表 17）。豊岡（市）について「とても好き」

が多いが、自慢できることは「たくさんある」とは言えない認識であること

が伺える。
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表 16　豊岡（市）が好きか

表 17　豊岡（市）のことで自慢できることがあるか

豊岡市内のニュースに関心があるかについては、「とても関心がある」

38.9%、「少し関心がある」40.7% となった（表 18）。表 15 で取り上げ

た、日本や世界で起こっているニュースへの関心では、「とても関心がある」

39.5%、「少し関心がある」42.0% であり、ほぼ変わらないこともわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

表 18　豊岡市内のニュースに関心があるか

住んでいる地区の行事について参加するのが好きかどうかについては、「と

ても好き」69.7%、「少し好き」22.1% となり、合計すると約 9 割が「好き」

となる（表 19）。

一
三



兵
庫
県
豊
岡
市
に
お
け
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
学
習
に
向
け
て
の
こ
ど
も
た
ち
の
意
識

33

表 19　住んでいる地区の行事に参加するのは好きか

次に、豊岡市について、「好き」「関心」だけではなく、「参加」する姿勢

があるかどうかについて、「豊岡市のこれからについて、『こどもの意見が聞

きたい』とよびかけられた時に、参加したいと思いますか？」という質問を

した結果について述べたい。「とても参加したい」21.9%、「少しは参加したい」

45.7% となり、他の質問に比べると割合は低くなっている（表 20）。こども

にとって、「意見が聞きたい」と呼びかけられて参加するのは敷居が高いイ

メージがあったためとも思われるが、そのような想定の中で、むしろ「少し

は参加したい」と回答した割合が 45.7% であったことは決して低い数字で

はないといえる。

表 20　「豊岡のこれから」について意見が聞きたいと呼びかけられて参加したいか

最後に、大人になってからの豊岡市内への定住意思について質問した結果

である。これは「ふるさと教育」の教育効果を考えていく 1 つの指標として、

「豊岡市内への定住」を考えたからである。「ふるさと教育」の設立経緯には、

昨今の「地方創生」というキーワードがあるように、人口減少に悩む豊岡市

の事情もあると思われる。小学校 5 年生のこどもたちへの「大人になって

も・・・」という質問であるため、現実の数字とそぐわないことも考えられ

一
四
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るが、現時点でこどもたちがどのような認識であるのかを把握するために質

問した。結果、「とても思う」42.3%、「少し思う」28.8% となり、約 7 割の

こどもが豊岡市内への定住意思があることがわかった（表 21）。

表 21　大人になっても豊岡市内に住みたいと思いますか？

Ⅳ．考察

アンケート調査の結果として、明らかになったことは以下の通りである。

まず、コウノトリについての認識は図 2 に整理した。現時点では、「好き」

という認識が最も高く、「説明できる」や「実際の取り組み」に関する認識

が低い。こどもたちの多くがコウノトリのことが好きであるので、「ふるさ

と教育」でのコウノトリ学習の実施により、「説明できる」や「実際の取り

組み」への認識が増えていくことが、教育効果の１つにもなるだろう。

次に、学習姿勢については、批判的に考えることや工夫して考えることへ

の認識はある程度高いが、多面的に考えることへの認識は低く、他者への説

明することへの認識も低い。前述のコウノトリに関する「説明できる」にも

関連しており、そもそも他者に説明することに対する苦手意識を持ってい

ることが伺える。「ふるさと教育」で目指すこども像は「ふるさと豊岡を自

分の言葉で語り誇れる子」であり、「語る」とは「説明する」ことでもある。

したがって、「ふるさと教育」の教育効果を見る上で、「説明できる」が指標

の 1 つとなることが示唆される。

そして、豊岡市についての認識については図 3 に整理した。豊岡市を「好き」

である割合は高い。そして、住んでいる地区の行事に参加することを「好き」

一
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である割合も高い。一方で、豊岡市のことで「自慢できること」があるかど

うかについての質問結果はこれよりも割合は低い。大人になった時の定住意

思も同様に比較すると低い。また、「豊岡市のこれからについて、『こどもの

意見が聞きたい』とよびかけられた時に、参加したいと思いますか？」とい

う質問に対しての参加意欲も低い。豊岡市について「好き」であるだけでは

なく、「自慢できること」や定住意思や参加意欲について、今後その割合が

増えていくことが、「ふるさと教育」の教育効果の１つとなるだろう。

ただし、小学校 5 年生のこどもの「好き」であり、現時点での定住意思

であることには留意が必要である。これが中学生や高校生になっても続くの

かどうか、もし変化するのであればいつ頃変化するのかを把握することも「ふ

るさと教育」の教育効果を考える上で必要だろう。

図２　コウノトリについての認識の比較

注：矢印の下にいく程、合計の回答割合は低下する。

とても好き 49.0%
少し好き 39.0%

よく知っている 29.1%
少し知っている 56.5%

コウノトリのために何かしようととても思う 33.6%
コウノトリのために何かしようと少し思う 48.5%

たくさん説明できる 11.0%
少し説明できる 47.4%

コウノトリのためにたくさん取り組んでいる 6.0%
コウノトリのために少し取り組んでいる 36.4%

82.1%

58.4%

42.4%

88.0%

85.6%
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70.5％
92.7％

22.2％

69.7％
91.8％

22.1％

41.6％
82.6％

41.0％

38.9％
79.6％

40.7％

42.3％
71.1％

28.8％

21.9％
67.6％

45.7％

図３　豊岡市についての認識の比較

注：矢印の下にいく程、合計の回答割合は低下する。

本研究は、「ふるさと教育」でのコウノトリ学習の実施前段階での小学校

5 年生の認識をアンケート調査により明らかにした。教育効果をみるには、

コウノトリ学習の実施後の認識を把握することが必要であるし、またこども

だけではなくコウノトリ学習を実施した教員についても話を聞き、実際にど

のような学習活動を展開し、こどもたちがどのような反応であったのか、ど

のような学習成果があったのか、課題もあれば併せて把握することも必要で

ある。なお、「ふるさと教育」の教育効果は単年でみるだけではなく、こど

もたちの特性もあるので複数年での把握や、追跡での把握も必要である。本

一
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研究で明らかにした小学校 5 年生の認識は、コウノトリ学習の実施前段階

であり、今後の調査研究で明らかになるデータとの比較が可能となる重要な

基礎データといえる。本研究は豊岡市全域の小学校 5 年生の認識について

の単純集計の報告とその考察となったが、小学校による認識の違いや、自然

が好きかどうかによっての認識の違いもあると思われるので、引き続き分析

を行い、報告していきたい。

註
１）2011 年 8 月に兵庫県教育委員会と県立コウノトリの郷公園が策定した

「コウノトリ野生復帰グランドデザイン」では、コウノトリが普通種に

なることを野生復帰事業の最終目標としている。

２）豊岡市内の学校給食では 2009 年 4 月から週 5 日米飯であるが、2016

年 4 月からは「コウノトリ育むお米」が毎日使用されている。

３）大正大学人間環境学科 1 年生が受講するオムニバス授業科目「人間環

境論」において、筆者は 2017 年 6 月にコウノトリの野生復帰につい

ての取り組みを 1 回講義し、その後 7 月の定期試験で今回と同様の 4

種の鳥の写真からコウノトリを選んでもらう設問を入れたところ、正解

率は 60.3% であった（学生数 68 人）。人間環境学科は環境政策コース

とこども文化・ビジネスコースから構成されるため、環境問題に必ずし

も関心のある学生だけではない。講義でコウノトリについてはじめて知

る大学生が大半であったことも留意すべきであるが、豊岡のこどもたち

の認知度が高いことが伺える数字である。

付記
本研究では、「コウノトリ次世代育成ふるさと教育効果検証共同研究」に

より実施したアンケート調査データを利用しました。また一部、科学研究費

若手（B）（研究課題番号：15K16248「絶滅危惧種の野生復帰事業にかかる

野生生物保全教育の意義と課題の析出」）を利用しました。アンケート調査

に回答いただいた兵庫県豊岡市内の小学校 5 年生の皆様および各小学校の

先生方には、ご協力をいただき、まことにありがとうございました。アンケー

一
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ト実施に際して、豊岡市コウノトリ共生課の伊﨑様、豊岡市こども教育課を

はじめとする豊岡市役所の皆様、大正大学人間学部人間環境学科の高橋正弘

先生、学生の清水実生子氏には多大なご協力をいただきました。ありがとう

ございました。
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